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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
10 時～、13 時～ 
英語による庭園ガイド 

ツアー(無料)、開催中！ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

 いよいよ夏も本
番！お日様に負け
ない日焼けどめ対
策、蚊にも負けな
い虫刺され対策も
お忘れなく、涼を
探してください。 

《昨年の様子》 

 『『『涼涼涼ををを楽楽楽しししむむむ』』』夏夏夏ののの庭庭庭園園園   
 

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その○26  

【蓮(ハチス)】 
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    暑中お見舞い申し上げます 

東京の梅雨明けもまぢか、いよいよ夏も本番！今年 

も暑くなりそうですね。旬のおいしいものをたくさん

食べて、元気に夏をお過ごしください。 

蓮(ハス)や、睡蓮(スイレン)など水辺の植物が見ごろ 

の園内ですが、まだまだある小石川後楽園の夏のお楽

しみ。木曽路や大堰川周辺などでは、樹林が強い日差

しを遮り、しかも水辺が近いため、吹いてくる風から

も気持ちの良い“木陰の涼”を感じていただくことが

できます。「アッツイね。もう歩きたくないね。」「わ～

っ、ここは涼しいね。もうちょっと歩いてみようか。」

なんていう会話も夏ならでは！ 

 “人が木のそばにいる”で“休”という文字になり

ますが、この文字を考えた昔の人も、もしかしたら、

暑い夏の日、木陰で涼をとり、元気を取り戻して歩き

続けたのかもしれませんね。 

 

 今年も園内の蓮池で、桃色のハスの花が綺麗に咲いて

います。 

 インド原産といわれるハス、インドではめでたい植物

とされ、結婚式や祝いの席に用いられているそうです。 

日本へは仏教とともに中国から渡来し、古来より、私

たち日本人の身近にあった植物です。花の中心にある花

托(カタク)と呼ばれる黄色い部分が、蜂の巣に似ている

ところから“蓮(ハチス)”と呼ばれ、これが転じて“ハ

ス”の名前が付いたといわれています。 

 左上の歌は、古今和歌集に収められた僧正遍昭の作。    

ハスは泥水の中に生えますが、仏教では神聖さを象徴す

る植物で、中国にも『蓮は泥より出でて泥に染まらず』

の成語があるそうです。 

 さらに、ハスは“蓮華(レンゲ)”とも呼ばれます。仏

像を安置する台は蓮華座(れんげざ)といい、仏像の下に

幾重にも開いたハスの花びらを見ることができます。 

 また、中華料理などで用いられる陶製のさじを“れん

げ”と呼びますが、こちらも、形が散ったハス(レンゲ)

の花びらに似ているところから、この名がついたともい

われています。 

 ハスは、花蕾が水面にあらわれてから開花までが約 

２０日ともいわれ、開花すると日中(早朝)に開き、昼過

ぎには閉じることを繰り返し、３～４日後には散ってし

まいます。午前中の少し涼しい時間に、ふんわりとした

優しい姿をお楽しみください。 
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【庭園ボランティアガイドについてのお知らせ】 
小石川後楽園では、庭園をよりお楽しみいただくた

め、ボランティアによる庭園ガイド(参加費無料)を実

施しています。８月の実施日程は下記のとおりです。 

＜定例ガイド＞ 

 土・日・月・祝日：各日 11 時から(各回 60 分程度)

ただし、11 日(木・祝)、13 日(土)～15 日(月)は休止。 

＜英語ガイド＞ 

 土曜：各日 10 時から(各回 60 分程度) 

ただし、13 日(土)は休止。 

なお、気象状況等により中止する場合がありますの

で、実施につきましては、小石川後楽園サービスセン

ターにお問合せください。 

 

 窓口前の“緑のカーテン”が

ぐんぐんと上に伸び、棕櫚縄を

格子状に張った部分まで到達

しています。 

 これからは、大きな葉っぱを

どんどんと横に繁らせる予定。

くるくるくると巻いた小さな

蔓や、シュワシュワの黄色い花

も可愛い成長途上の“緑のカー

テン”です。 

 

 

 さて、今回は暑い夏の

日、園内でお奨めの“涼

を感じる場所”のひとつ

『木曽路』周辺をご紹介

します。 

 園内に入って右側を 

進むと紅葉林、そこか 

ら内庭に向かう園路を 

『木曽路』と呼んでいます。その名のとおり、江戸時

代の中山道、高木が生茂る信州木曽路をイメージして

造られました。 

 それほど幅が広くないこの園路は、緩いカーブが多

用され、進む先が一体どうなっているのか、なかなか

分からないような仕組みで、歩く人のワクワク感やド

キドキ感を引き出しています。 
 そして、木曽路の一番

高い位置に据えられた

こちらの大きな石(点線

内)も、大事な役割を担

っています。 

 ほぼ同じリズムで敷

かれた石段を、私たちも 

同じリズムで気分よく進むわけですが、「あれっ？」

この大きな石に出会って、一瞬歩みが止まります。

そして、目を上げて見回すと、満々と水を湛えた大

泉水を中心にした風景が飛び込んできます。「ここか

ら、自慢の景色を観て欲しい！」この石の代弁をす

るなら、こんな感じでしょうか。 

 木曽路から琵琶湖を通り、京都までの旅をイメー

ジして造られてもいる庭園、イロイロが詰まった“江

戸時代のテーマパーク”です。お気に入りの涼しい

場所を探しつつ、小さな旅に出かけてみませんか？ 
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